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生活史研究部門
河合雅雄･杉山亭丸･大沢秀行･森 明雄･
丸橋珠樹 1)
研究概要
l)西77I)カ熱附多雨林および乾燥サバンナ
の挟界招柄の社会生態学的研究
河合雅雄･大沢秀行･耗 明雄
西アフリカ･カメルーン回の南部熱田多雨林に
おいて1979坪より地上性のマンドリルの調玉が採
企生態学的観点を中心に継続中であり.1982年か
らは同所に生息する樹上性の7校の詔長矧 こつい
ても森林適応の観点から調査が行われている｡さ
らに1983年からは同国北部の乾燥サバンナにおい
てパタスザルおよびベルベットザルの調査も,節
原適応の観点から開始された｡これらの相互比較
によって同一亜科に屑する各校の兜なる環境への
適応様式が明らかにされつつある｡
2)ニホンザルの偶作が動態および採食生惜学
的研究
杉山率九･大沢秀行･丸橋珠樹
托崎山のm付け個体群を対象に個体捺識による
跳年追跡を続行Fflであり,詳細な人口学的パラメ
ーターを罪出し生命表を完成しつつある0-万,
詔仙山では餌付け中と餌付け放棄後の個体群動態
が細部に及んで比較検討され,各社会階層との関
1)学振奨励研究員
